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篠路駅周辺地区はࡳຈࢢまͪづくりઓུϏδョンで「地域交流ڌ˞̍」にҐ置
けられ、行・交流ػがཱ地する、区෦̏地区 	・あいのཬ、篠路・ҵ

。̔ສ̏ઍਓޱのਓ݄࣌̐̐ྩ。ݪଠฏ・ඦ߹が、ށのੜ活をࢧえるॏ要
な地区です。
現ࡏ、ฏ成 2� にࡦఆした篠路駅周辺地区まͪづくり実施計画にجづき地区
画ཧ２˞ۀࣄ、మಓ高Սۀࣄ˞̏、ಓ路උۀࣄ˞̐などの社会ج൫උがਐめられて
いるҰ方で、౦ޱ駅前やະ利用のࢢ༗地の活用が՝となっています。
篠路駅周辺地区まͪづくり計画ʢҎԼ「ຊ計画」という。ʣは、地域のੜ活をࢧえ
るओ要なڌとしてのׂを୲う地域交流ڌに;さわしいまͪづくりをࢦし、͜
うした地の活用や、地域ओ体のଟ༷なまͪづくり活動の方向性・展։を示す͜とを
తとします。

計画のҐ置けはҎԼのとおりです。
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図　計画の位置付け
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̍ 計画策定の背景

˞̍�地域交流ڌʜओ要な交通݁અ周辺や区所周辺などで、ۀ・αーϏεػや行ػなどଟ༷なࢢ
となるΤϦアڌ域のݍがूੵし、ਓʑの交流がੜまれੜ活ػ

˞２�地区画ཧۀࣄʜಓ路、駅前広場、ެԂのެڞ施設උにより、地の区画をえ地の利用の増ਐを
ਤるۀࣄ

˞̏�మಓ高Սۀࣄʜమಓの高Ս化による踏や地Լาಓのআڈと自由通路උにより、ࢢ街地の࿈ڧ・ܞ化をਤるࣄ
ۀ

˞̐�ಓ路උۀࣄʜಓ路の৽設やंಓ・าಓの֦෯ࣄ、าಓのόϦアϑϦー化により、ಓ路利用者のҠ動ԁ化を
ਤるۀࣄ
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地域交流ڌとしてのࡏり方や地区のক来૾・方向性を検討するため、ฏ成 2� 
の「篠路駅周辺地区まͪづくりワークショップ」やฏ成 �� の「篠路駅౦ޱ駅
前広場のࡏり方検討会議」、「篠路駅周辺地区のまͪづくりに関するアンέーτௐࠪ」
などにより地域の皆༷のご意見をってきました。͜ れらをૅجとし、地域協議会	地
域ஂ体や地区のۀࣄ者などでߏ成され
る組৫ 
ͼ検討委員会ٴ 	まͪづくり
のઐՈなどでߏ成され、ઐత見
を計画にөしていくための組৫ 
に
おいて検討を行いました。

̍ʔ̐ɹݕ౼աఔɾݕ౼ମ੍

̍ʔ̑ɹܭըؒظ
ຊ計画では、ॏΤϦアにおける地の利活用と、地利用とҰ体తな地域ओ体の
まͪづくり活動の実現をࢦし、計画ظ間をྩ̑ 	2�2�  
 から֓Ͷ 1�
間とします。
なお、ޙࠓの社会の変化、ଟ༷化する՝やニーζٴͼ社会ج൫උのਐঢ়
。にԠ͡てॊೈにରԠしていきますگ

篠路駅周辺地区は交通࣠とػूੵのঢ়گから、「駅前ΤϦア」、「౦ΤϦア」、「
ΤϦア」の̏つのΤϦアでଊえる͜とができます。͜れらは区෦̏地区をެڞ交
通・װઢಓ路で͙ܨॏ要なΤϦアです。͜のうͪ、地区画ཧۀࣄ区域をؚΉ「駅
前ΤϦア」とࢢ街地̖・̗・̘をؚΉ「౦ΤϦア」をまͪづくりॏΤϦアとします。
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図　篠路駅周辺地区のまちづくり重点エリア

図　まちづくり計画の検討体制
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�Ӻपลͷະར༻ɺࣾձج൫උͷਪਐ

�๛͔ͳҬݯࢿ

ͷཱػɾަྲྀߦ�

�Ӻલͷੜ׆རศࢪઃɾʹ͗Θ͍ͷෆ

�ଟ༷ͳஂମʹΑΔҬ׆ಈ

２ʔ̍ɹҬͷಛੑ
地域のಛ性をҎԼにまとめました。

地区には区෦̏地区の行ػをࢧえる篠路ग़
ு所、地域活動のڌとなるコミュニティηンλーがཱ
地しています。

篠路ਆ社や܈ݿ、篠路Վبやཟછなどの伝統・文
化、ࣅۏچԊいのࡦࢄ路などの自વڥなど、وॏな
地域ݯࢿがଟくଘࡏしています。

ਓݮޱ少・少子高齢化がਐ行しています。
ผの増ݮを見ると、2� の地区֎సग़、̌
ʙ 1� ・�� のసೖがଟく、子ҭてੈの
居住地としてબばれているとߟえられます。

篠路駅前にはళฮやܰؾにूえる場が少なく、͜れまで実施したアンέーτ
でもങい施設やにぎわいを求める意見が示されています。

地区の地利用はׂ̕Ҏ্が住、ಛにݐށがׂ̓をӽえる住街です。ޒ
ϊށの地や্篠路ެԂなどがあり、๛かな住ڥとなっています。

まͪづくりに地域住民がܞわってきたいྺ࢙があり、現ࡏでもொ会や
ళ街、ͦのଞଟ༷な地域ஂ体によるイϕンτや活動などのऔ組が行われていま
す。

駅前ΤϦア、౦ΤϦアにはෳのະ利用地がଘࡏしますが、地区画ཧ
൫උがਐめられていまجする社会ࢿをは͡めとした地利用の増ਐにۀࣄ
す。

�

２ まちづくりの現状

＼ 篠路出張所 ／

＼ レンガ倉庫群 ／
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⁞ࢹ � ए͍ੈɺॅ͕ऀྸߴΈଓ͚ͨ͘ͳΔ·ͪͮ͘Γ

 ࢹ � ৗతͳҬίϛϡχςΟͷڧԽ

ࢹ � ۠෦ �۠ͷҬަྲྀڌͱͯ͠ͷՁɾັྗͷ্

ࢹ � ަྲྀɾʹ͗Θ͍ͷͷग़

ࢹ � ັྗ͋ΔҬݯࢿͷڞ༗

ʲҬҙݟʳ

少・少子高齢化を見ਾえ、子ҭてੈの継ଓతな流ೖにݮޱもଓくਓޙࠓ
向্と、एいੈが住みଓけたくなる仕ֻけ、高齢࣋がる篠路のັྗのҡܨ
者にとって住みやすいまͪづくりが必要です。

地域ओ体のイϕンτなどのଟ༷な活動が展։されていますが、社会ج൫
උにいग़される৽たな空間も活用したৗతなコミュニティのڧ化が求
められます。

篠路駅周辺地区は、区෦ �地区をڞެ͙ܨ交通 	మಓやόε 
࣠がෳ
あり、行・交流施設がཱ地していますが、周辺にཱͪدれる施設が少な
く、駅前ٴͼࢢ༗地の地利用をؚめたҰ体తなڌ形成による地域交流ڌ
としての৽たなՁやັྗग़が必要です。

篠路駅౦ޱ駅前はళฮが少なく、աのアンέーτからも「ങい施設
のॆ実」「高齢者に༏しいまͪづくり」「子ҭてしやすいڥづくり」が求
められており、ଟ༷なػूੵとଟੈがूい交流・にぎわいにܨがる場の
ग़が必要です。

篠路らしいັྗあるまͪづくりには、ଟ༷な地域ݯࢿのڞ༗ٴͼྀが必
要です。

ຊ計画ࡦఆにあたっては、Լهの地域意見やニーζௐࠪをجに検討をਐめ
ました。

２ʔ２ɹ·ͪͮ͘Γʹඞཁͳࢹ
地域のಛ性をجにまͪづくりに必要なࢹをཧしました。

�

w 篠路まͪづくりワークショップ 	ฏ成
2�  


w みんなのいとりまとめ会議 	 ฏ成
2�  


w 篠路駅周辺地区まͪづくりに関するア
ンέーτ 	ฏ成 2�  


w 区෦における居住者ニーζ 	ฏ成
�� ʣ

w 篠路駅౦ޱ駅前広場のࡏり方検討会議
	ฏ成 �� ʙྩݩ 


 篠路まちづくりワークショップ
＼　　（平成 28 年度）の様子　　／
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ฏ成 2� にまͪづくりワークショップでऔりまとめた「みんなのい」をૅج
とし、͜れまでの地域意見、民間ۀࣄ者ニーζ、地域協議会ٴͼ検討委員会、社会実
験の݁Ռなどを踏まえ、まͪづくりجຊ方をཧしました。
なお、ক来తには、篠路地区をؚめຊશ体としてେ෯なਓݮޱ少が༧ଌされてお
り、ेઌも見ਾえた方向性をߟえる͜とがॏ要です。
ਓݮޱ少により、ੜ活関࿈αーϏεのॖখなどによるੜ活利ศ性のԼ、住民組৫
の୲いखෆによる地域コミュニティのԼなどがݒ೦されます。したがって、実現
したいまͪのক来૾２つをظతにࢦしていく͜とが求められます。

̏ʔ̍ɹ·ͪͮ͘Γܭըͷମܥ

�

̏ まちづくり基本方針

·ͪͮ͘Γجຊํɹ

ల։ɹ͚ͨʹݱ࣮

誰もが暮らしやすく笑顔あふれるまち

人口減少局面でも豊かで持続的なまちへ
˔ɹ࣋ଓతなਓޱ流ೖをଅす
˔ɹ街શ体でػ向্をਤり、๛かなまͪを࣋ଓ

地域の魅力、コミュニティが発展する街へ
˔ɹ少子高齢化でもଟੈが交流ɹ
˔ɹഓってきた文化、コミュニティを࣋ଓతに発展

誰もが暮らしやすく笑顔あふれるまち

ᶃ住まいを
๛かにする

子どもたͪも、एい方も、子ҭてੈも、高齢者も、
୭もが「篠路にらしてよかったな」と͡ײ、

҆心҆શで、সإがあ;れるؾݩでѪいっͺいのまͪ。
ͦんな篠路をࢦします。

基本理念

目指すまちの
将来像

目指すまちの将来像①

『暮らし』を
支えるまち

目指すまちの将来像②

『つなぎ』を
紡ぐまち

目指すまちの将来像③

『魅力』を
想像するまち

６つの視点

実現したい
まちの
将来像

（長期）

まちづくりの方向性

駅前エリアエリア全体

駅前街区の利活用

東エリア

市有地Ａ・Ｂ・C の利活用

地域主体のまちづくり活動

地域主体のまちづくり活動

ᶄにぎわいを
つくる

ᶅまͪのݯࢿを
活かす

ᶆ回༡性を
つくる

ᶇ地利用や
街ฒみをߟえる

ᶈまͪを活用
する活動

つなぎ

暮らし 魅力

10年後

現在

将来
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すまͪのক来૾とࢦຊཧ೦、ج �つのࢹを踏まえ、まͪづくりॏΤϦアの方
向性をཧします。

̏ʔ２ɹ·ͪͮ͘ΓॏΤϦΞͷํੑ

ʢ̍ʣΤϦΞશମ
周ғに住地が広がり、ೆ࣠を中心とした交通࣠が形成されている篠路駅周辺地
区では、̏つのΤϦアにৗੜ活をࢧえるػをόϥンεྑく置するとともに、֤
ΤϦアを͙ܨ社会ج൫උにより回༡性を高め、౦Ұ体のڌをࢦします。̏つ
のΤϦアのػが࿈ܞし、「らし」をࢧえ、「つなぎ」をぎ、「ັྗ」をする、
区෦̏地区をࢧえる地域交流ڌの形成をਤります。

図　エリアの方向性
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篠路駅を中心とした駅前ΤϦアにはྩ̐
に૭ޱαーϏεػの֦ॆを行った篠路ग़ு所
をඋえ、区෦̏地区の行ػをࢧえるΤ
Ϧアとなっていますが、ܰؾにཱͪدれる施設
が少なく、駅周辺の利ศ性・ັྗの向্が求め
られています。
また、地域のڌとして、子ҭてੈやアク
ティブシニア、ए者など地区に住Ήଟੈが
ଟ༷に交流できる場がظされています。社会
൫උよりग़される৽たな空間を活用しج
ながら、地域のにぎわいग़にد༩する交流・
ࡏがՄなڥづくりにめます。
地区には篠路ਆ社や篠路Վب・ཟછなど
の伝統・文化、ࣅۏچなどの自વڥがଘࡏ
しています。͜れらの地域のݯࢿを活かした活
動・औ組によりັྗతな駅前づくりをࢦしま
す。

౦ΤϦアにはۀ・交流・ػࢱがཱ地し、
ৗతな活動が行われています。
ਓݮޱ少が༧ଌされる中、ޙࠓも篠路駅周辺
地区が๛かで࣋ଓతなまͪとなるためには、地
域の活ྗがॏ要であり、継ଓతなਓޱ流ೖと活
発な活動につながるػが必要です。
また、֘ΤϦアはԣ৽ಓや篠路通により広
域からのಓ路アクηεがྑで、େنなࢢ༗
地を༗するなど、ଟ༷なػूੵのՄ性があ
ります。ಓ݅の街区のಛ性を踏まえ、地
域のັྗとଟ༷な活動やੜ活のडけࡼとなるま
ͪづくりの展։を検討します。
なお、周辺が住地である͜と、ෳのࢱ
施設がطにཱ地している͜とから、まͪづくり
のਪਐにあたっては、طଘの施設との࿈ܞやௐ
にྀします。

ʢ２ʣӺલΤϦΞ

ʢ̏ʣ౦ΤϦΞ

�

ӺલΤϦΞʹٻΊΒΕΔׂ

རศɾަྲྀκʔϯ

ʹ͗Θ͍ɾަྲྀɾࢱ
ɾෳ߹κʔϯ

˔��ੜ活利ศ施設などのཱ地により、駅周辺の利
ศ性を向্

˔��地域のコミュニティ形成にد༩する交流空
間をग़

˔��地域のݯࢿを活かした活動・औ組のৢ成

˔��住みたくなる・住みଓけたくなるまͪとなる
ためのັྗのग़

˔��ଟ༷な活動とੜ活のडけࡼとなり、地域の活
ྗを向্

౦ΤϦΞʹٻΊΒΕΔׂ

ӺલΤϦΞͷίϯηϓτ

౦ΤϦΞͷίϯηϓτ
多様な機能の集積により

多くの人々が活動し、
地域の活力源となるエリア

暮らしに必要な機能と
人々の交流機能により
魅力的な駅前を演出

ӺલΤϦΞͷίϯηϓτ

ӺલΤϦΞʹٻΊΒΕΔׂ

౦ΤϦΞͷίϯηϓτ

౦ΤϦΞʹٻΊΒΕΔׂ

�ػࢱ

ੜ׆རศ
ػ

ʹ͗Θ͍
ػ

ަྲྀɾ
ػࡏ

ػྲྀަ

�Ҭݯࢿ
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ଓさͤるためには、地域がओ࣋をڥな住ྑ
の活ྗあるコミュニティをつくる͜とがॏ要です。
駅前街区やࢢ༗地の利活用による৽たなެڞ空間
や、篠路にଟくଘࡏするެԂや空き地をうまく活
用しながらଟੈが交流できる、সإあ;れるコ
ミュニティづくりをࢦします。

篠路には地域をする篠路ਆ社、篠路Վبやཟછの文化などଞ地区にތれる地
域ݯࢿがたくさんあります。
また、自વやの؍ܠがある͜ともಛであり、ࣅۏچԊいのࡦࢄ路やコミュニ
ティΨーデン、ޒϊށの地などの๛かでඒしいのڥが地域のྗでकられてい
ます。ͦれらの地域ݯࢿのັྗをڞ༗できる方๏を検討していきます。

地域ओ体のまͪづくり活動を࣋ଓさͤていくにはଟ༷な
アイデア・ଟ༷な୲いखが必要ෆՄܽです。ͦ͜で、現ࡏ
地域で活༂している方ʑとの࿈ܞと高ߍੜ・େֶੜ、子
ҭてੈ、アクティブシニア、৽たな୲いखの発۷をࢦ
します。
ͦして、৽たな୲いखもؚめた地域住民が関わりやすい
まͪづくり体੍のߏஙをࢦします。

ʢ̐ʣҬओମͷ·ͪͮ͘Γ׆ಈͷํੑ

ʲ׆ಈɾऔͷΠϝʔδʳ

ᶃɹଟੈ͕ަྲྀ͢Δস͋إ;ΕΔίϛϡχςΟΛग़͢Δ

ᶄɹطଘݯࢿΛ༗ޮ׆༻͢Δ

ᶅɹ࣋ଓͰ͖Δ·ͪͮ͘Γମ੍Λߏங͢Δ

ίϛϡχςΟͮ͘Γ

ࣰ࿏Ӻपล۠ͷҬݯࢿ

図　多様な担い手の例

ެԂ ۭ͖ Ӻલ ۭ͖Ոɾ
ۭ͖ళฮ

�

地域ͷັྗを͔׆し
たに͗Θ͍ͷ出

౷จԽͷঝ・
ֶͼ場づくり

ଟੈͷίϛϡχ
テΟͷプϥッτϗー

Ϝͷܗ

ࣗવྺ࢙を͔׆し
た場づくり

Ҭʹ͋Δଟ༷ͳॴΛ༗ޮ׆༻
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駅前街区は地域住民や来街者が
利用する地区のݰ関ޱです。民༗
地のため地ݖ者と協ಇし、駅前の
利ศ性を向্するػۀや交流
しࢦの向্をػڌ、ػ
ます。Ճえて、駅前広場に໘
するというཱ地から、駅前に;さ
わしいإづくりと֘広場と࿈ܞ
した空間を検討します。

ʢ̍ʣӺલ֗۠

༗地は、民間活ྗをಋೖしなࢢ
がら地区の活ྗ向্とັྗग़に
つながる利活用の展։をࢦしま
す。
しては、地区のࡍのಋೖにػ
ϙテンシϟルが向্するようなػ
の༠கを༏ઌし、関係ਓޱやఆ
住ਓޱの増Ճをࢦします。また、
༗地の民間活用にあたり、地域ࢢ
交流ڌに;さわしいެݙߩڞの
༠ಋにめます。

ʢ２ʣࢢ༗̖ɾ̗ɾ̘

駅前の生活利便性を向上する商業機能
地域コミュニティの拠点となる交流機能

�

̐ʔ̍ɹར༻

[ 検討事項 ]
˔��地域交流ڌ։発༠ಋۀࣄの活用ʢ༰ੵの࠷高ݶのׂ増、ۀࣄඅのิॿなどʣ
な「ຊత方جͼインϑϥ施設のཧに関するٴஙݐ༗ࢢࢢຈࡳ」え方やߟの「地దਖ਼化計画ཱࢢຈࡳ」��˔
どをྀߟしたまͪづくりの૯߹త検討

[ 検討事項 ]
˔��周辺ڥとの࿈ܞ・ௐʢಛにࢢ༗地 "は、طଘのਓ・ࣇಐࢱ施設のڥʣにྀした地利用
˔��地利用計画੍のదなӡ用ʢຊ計画でఆめるコンηプτにجづくଟ༷なػूੵ、高利用を検討ʣ

˔��ങい施設やҿ৯ళなどのػۀ
˔��ଟੈがूまり交流できるػ
˔��ੜ活利ศ性の高い駅前居住ػ
˔��交流のڌに;さわしい地域のใ発信ػ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ��など

ػϨδϟー・ۀなどにՈで利用できるٳ��˔
˔��子ҭてੈをαϙーτするʗ子ҭてੈが交流できるػ
˔��ब࿑者やֶੜ、एいੈを地域にݺͼࠐめるۀ・ڭҭػ
˔��周辺ڥと࿈ܞしたҩྍ・ػࢱ
˔��ଟੈの݈߁増ਐにد༩するػ
˔��Φープンεϖーεなどの広場・交流ػ
˔��居住ػなど周辺とௐのとれるػɹɹɹɹɹɹɹɹɹなど

いの場のग़ܜ��˔
˔��地域イϕンτのࢀՃ・協ྗを通͡た地域交流のଅਐ
˔��ͦのଞ社会ݙߩ活動・地域との࿈ܞなど

ػ͞ΕΔظ

ػ͞ΕΔظ

ຽؒ׆༻ʹ͋ͨͬͯͷެྫݙߩڞ

த৺ͱͳΔػ

த৺ͱͳΔػ

த৺ͱͳΔػ

த৺ͱͳΔػ

ػ͞ΕΔظ

ػ͞ΕΔظ

ຽؒ׆༻ʹ͋ͨͬͯͷެྫݙߩڞ

̐ 実現に向けた展開

まちに活力を生む業務・教育機能
家族で利用できる商業機能
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̐ʵ̏ɹҬओମͷ·ͪͮ͘Γ׆ಈ
地域ओ体のまͪづくり活
動により交流・にぎわいの
場が実現される͜とをࢦ
し、社会実験などを通͡、
まͪのػӡৢ成を行いま
す。

֤地の利用ঢ়گや社会
൫උのਐにԠ͡たదج
なظ࣌とઌ行する։発や
社会ج൫උのޮՌを見ۃ
め、ஈ֊తにඋを行う͜
とによってまͪづくりのޮ
Ռの࠷େ化をࢦします。
۩体తにはૣظに利活用Մ
なࢢ༗地 ・̖̘ をઌ行し、
ͦのࢢޙ༗地̗・駅前街区
の利活用を検討します。

ຊ計画ࡦఆޙの地利
用、地域ओ体のまͪづくり
活動の実現ٴͼޙࠓの社会
の変化のॊೈなର
Ԡのために、地域住民、ࣄ
者、行にてຊ計画でఆۀ
めるまͪづくりのߟえ方を
による協ಇのܞ༗し、࿈ڞ
まͪづくりをਐめていきま
す。

̐ʔ２ɹஈ֊తͳඋͱ·ͪͮ͘Γ׆ಈͷ࿈ಈ

̐ʵ̐ɹڠಇͷ·ͪͮ͘Γ

●��地域ͷ·ͪづくりに͢ࢿる։ൃ
を͏ߦ（ಛにӺલ・ࢢ༗地）

●��地域ͷ׆動、औ組をࢧԉ͢る
●��地域ͱڞに、ັྗをߴΊる׆動・
औ組をܧଓして͍く

●��༷ʑͳ場ॴ・ΞΠσΞͰ地域ͷັ
ྗをߴΊる׆動・औ組を展։して
͍く（ࣾձج൫උӺલ・ࢢ༗
地ͷ։ൃͳͲに͍出͞Εる৽
たͳ空間׆༻）

●��ࣾձج൫උをਐΊる
●��民間ۀاͳͲͱ࿈ܞし、ࢢ༗地、
ӺલͷػूੵをਐΊる

●��地域ͷ׆動、औ組をࢧԉ͢る

ऀۀࣄ ߦ
࿈ܞ

Ҭॅຽ

࿈ܞ

1�

図　段階的整備とまちづくり活動の連動

図　連携による協働の考え方

図　まちづくり活動の展開イメージ

౼ݕͷ༺׆ۭؒ ϧʔϧͷඋ༺׆

༺༗ɾӺલ֗۠ͷརࢢ

·ͪͮ͘Γ
ఆࡦըܭ
ͷ༺׆動׆

ΞΠσΞऔり·ͱΊ

ަྲྀɾʹ͗Θ͍
ͷͷ࣮ݱ
地域ओ体Ͱͷ
ଓతͳ実施ܧ

কདྷʹ͚ͨ
ӡৢػ

ࣾձ実験等
を௨͡た
実験・ূݕ

体੍
ஙߏ

ϧʔϧͮ͘Γʹө
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ΤϦΞ

౦ͷճ༡ੑ

ӺલΤϦΞʢॏΤϦΞʣ
暮らしに必要な機能と人々の交流機能により魅力的な　　　駅前を演出

˔��ੜ活利ศ施設などのཱ地により、駅周辺の利ศ性を向্
˔��地域のコミュニティ形成にد༩する交流空間をग़
˔��地域のݯࢿを活かした活動・औ組のৢ成

ίϯηϓτ

ΤϦΞͷ
ׂ

த৺ͱͳΔػ

ల։͚ͨʹݱ࣮

ػ͞ΕΔظ

౦̔ஸ・篠路通を中心にطに地
利用がਐんでおり、ޙࠓも民間活ྗ
によるػूੵがظされるΤϦア

˔��社会ج൫උʢาಓ・ಓ路・మಓ高
Սʣによる౦ࢢ街地のҠ動ԁ化、
駅前のإづくりの実施

˔��ങい施設やҿ৯ళなどのػۀ
˔��ଟੈがूまり交流できるػ
˔��ੜ活利ศ性の高い駅前居住ػ
˔��交流のڌに;さわしい地域のใ発信ػ

˔��駅前のੜ活利ศ性を向্するػۀ
˔��地域コミュニティのڌとなる交流ػ

˔��地区のݰ関ޱである駅前街区は、地ݖ者と協ಇしな
がら、ػۀ・交流ػのಋೖをଅす

˔��地域交流ڌ։発༠ಋۀࣄの活用
˔��ཱ地దਖ਼化計画やࢢ༗ݐஙのཧに関する
したまͪづくりの૯߹త検討ྀߟຊ方をج

Ԋಓۀκʔϯ རศɾɹɹަྲྀκʔϯӺͷΞΫηεੑ্

าऀߦಈઢ

த৺ͱͳΔػ

ػ͞ΕΔظ

˔��Ոɹɹɹで利用できるۀ・Ϩδϟーػ
˔��子ҭɹɹɹてੈをαϙーτするʗ子ҭてੈが交流できるػ
˔��ब࿑ɹɹɹ者やֶੜ、एいੈを地域にݺͼࠐめるۀ・ڭҭػ
˔��周辺ɹɹɹڥと࿈ܞしたҩྍ・ػࢱ
˔��ଟੈɹɹɹの݈߁増ਐにد༩するػ
˔��Φーɹɹɹプンεϖーεなどの広場・交流ػ
˔��居住ɹɹɹػなど周辺とௐのとれるػɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹなど

˔��まͪɹɹɹに活ྗをੜΉۀ・ڭҭػ
˔��Ոɹɹɹで利用できるػۀ

౿ఫڈɾ

߲ࣄ౼ݕ

Ӻલ֗۠ͷར׆༻
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ӺલΤϦΞʢॏΤϦΞʣ
暮らしに必要な機能と人々の交流機能により魅力的な　　　駅前を演出

˔��ੜ活利ศ施設などのཱ地により、駅周辺の利ศ性を向্
˔��地域のコミュニティ形成にد༩する交流空間をग़
˔��地域のݯࢿを活かした活動・औ組のৢ成

རศɾɹɹަྲྀκʔϯ

༺׆༗̖ɾ̗ɾ̘ͷརࢢ

౦ΤϦΞʢॏΤϦΞʣ

த৺ͱͳΔػ
ల։͚ͨʹݱ࣮

߲ࣄ౼ݕ

ػ͞ΕΔظ

多様な機能の集積により多くの人々が活動し、地域の活力源となるエリア

˔��住みたくなる・住みଓけたくなるまͪとなるためのັྗのग़
˔��ଟ༷な活動とੜ活のडけࡼとなり、地域の活ྗを向্

˔��Ոɹɹɹで利用できるۀ・Ϩδϟーػ
˔��子ҭɹɹɹてੈをαϙーτするʗ子ҭてੈが交流できるػ
˔��ब࿑ɹɹɹ者やֶੜ、एいੈを地域にݺͼࠐめるۀ・ڭҭػ
˔��周辺ɹɹɹڥと࿈ܞしたҩྍ・ػࢱ
˔��ଟੈɹɹɹの݈߁増ਐにد༩するػ
˔��Φーɹɹɹプンεϖーεなどの広場・交流ػ
˔��居住ɹɹɹػなど周辺とௐのとれるػɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹなど

˔��まͪɹɹɹに活ྗをੜΉۀ・ڭҭػ
˔��Ոɹɹɹで利用できるػۀ ˔��地区のັྗग़・活ྗ向্により関係ਓޱ・ఆ

住ਓޱ増Ճにつながる利活用を、民間活ྗを
ಋೖして展։

˔��地域のまͪづくりのެݙߩڞを༠ಋ

˔��周辺のڥとの࿈ܞ・ௐʢಛにࢢ༗地 "は、
ʣにྀしڥ施設のࢱಐࣇ・ଘのਓط
た地利用

˔��地利用計画੍のదなӡ用

ʹ͗Θ͍ɾަྲྀɾࢱ
ɾෳ߹κʔϯ

าऀߦಈઢ

ंಓɾาಓ֦෯

ಓ࿏֦෯ʹΑΔަ௨ԁԽ

ίϯηϓτ

ΤϦΞͷ
ׂ



社会実験シノロリビングコラム

コ
ラ
ム

地域協議会や検討委員会での ” 子どもや高齢者などの居場所づくり ”、” コミュ
ニティづくり”、”少しずつ街を変えていく仕組の必要性”に係るご意見を踏まえて、
篠路駅周辺地区において、地域が求める駅前空間の実現に向け、駅周辺の民地をお
借りし、広場をつくる社会実験を計２回実施しました。
Vol.1 はどのような空間があれば地域の皆さんがくつろぎ、利用してもらえるか
検証するため、「まずはやってみよう！」と、キッチンカーとテーブルと椅子の設置、
地域住民によるパネル展示などで空間を設え、社会実験を始動しました。
Vol.2 は、地域からのアイデアを踏まえたコンテンツを増やしつつ、より地域と
の関わりを増やした企画として実施しました。
キッチンカーを中心にワークショップや活動・展示など行い、コンテンツの利用
のみならず来場された方が自由に場所を活用されていました。空間を通してできる
交流や体験の場や、コミュニティの形成や地域の伝統文化などを発信・継承する場
の必要性なども再認識できました。

1�

VOL. ̍
実施期間　●　202� 年 �0 月 �� 日〜 �� 月 �日

　　　　　　　（計 8日間）

実施内容　●　�可動テーブル、可動椅子を設置した

広場空間づくり、キッチンカー、組

立て和室ワークショップ、地域団体

等による展示

来場者数　●　延べ約 400 人

։֓࠵ཁ

VOL. ２
実施期間　●　2022 年 8月 25 日〜 8月 28 日

　　　　　　　（計 4日間）

実施内容　●　�可動テーブル、可動椅子を設置し

た広場空間づくり、キッチンカー、

組立て和室ワークショップ、地域住

民・団体等による展示・体験・交流・

出店

来場者数　●　延べ約 850 人
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